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ホタテ員殻を原料とする高吸収型カルシウム食品の人工胃液試験法による溶解性評価

鈴木高広 I，坂本勝l，田端宣彦2，神野圭修2

要旨

骨や歯などの硬組織の主成分であるカルシウムは，血液，筋肉，神経などにおいてさまざまな生理機能を担

う必須ミネラルである.s本人のカルシウム摂取量は不足する傾向にあり，種々のカルシム補給食品やカルシ
ワム製剤が商品化されているが，消化器官での溶解性や吸収性が低いなどの問題がある.そこでカルシウム補

給剤の溶解性や吸収効果を高めると共に，食品としての用途を拡大するために，ホタテ貝殻を原料とした微粒

子クヱン酸カルシウム製剤 (Nano・CAL)を用いて，溶解性や分散性に関する評価試験方法を検討し，カルシ

ウム補給食品としての機能性の評価を行った.

はじめに，人工胃液を天然ミネラル水で段階的に希釈した水溶液を用いて各種Ca製剤(クエン酸カルシウム

粉末，炭酸カノレシウム剤)の溶解性と pHの変化を解析した.その結果，微細粒子状のクエン酸カルシワムは大

粒子状のクエン酸カルシヴムや炭酸カルシウム剤よりも分散性や溶解性が高いことが判明した.また，苦味を

呈する Nano・CAL(b)の溶解性がもっとも高く，次いで酸味型 Nano・CALωの溶解性が高く，無味型の

N釦 0・CALωは溶解性が低いことが分かった.これらの結果から，製剤粒子中の Caイオンとカノレボン酸イオ

ンの偏在性や不均衡な含有量が溶解度を高めていることが示唆された.そこで， Nano・CALωの溶解性を高め

る方法を検討したところ，乳鉢で摩砕し微粒子化すると分散性が高まり，また，ポリグルタミン酸を添加する

と溶解度が一段と高まることが明らかとなった.また，豆乳へN組 0・CAL(n)剤を過飽和濃度で添加したところ，

Ca濃度を牛手L相当濃度(1.2mglml)に高めた場合でも豆乳成分の分散性や均一性が保持されており，豆乳タ

ンパク質がCaの分散剤として機能することが示唆された.
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